
　

大
型
部
品
の
溶
接
・
機
械
加
工
の
東
海
機
械
製
作
所
　

﹁
東
海
地
区
で
一
番
﹂の
思
い
　

社
名
に
込
め
て　　　　　年企業に向け変化恐れず進化

　ＤＸ化、外国人人材の活用を推進

高
い
大
物
部
品
の
加
工
技
術
が
評
判
と
な
り
受
注
を
拡
大

近藤盛仁社長

ⅠｏＴツールの活用により精密な組立・検査作業も外国人技能実習生に任せている

　
１
９
４
７
年

近
藤
社
長
の
祖

父
で
創
業
者
の
近
藤
正
四
氏
が
礎

を
築
い
た

戦
時
中

中
国
で
紡

績
機
械
を
修
理
し
な
が
ら
溶
接
の

腕
を
磨
い
た
正
四
氏
は
帰
国
後


岡
崎
で
溶
接
・
修
理
業
の
東
海
溶

接
工
業
所
を
創
業
し
た

戦
後
の

高
度
成
長
期
を
追
い
風
に
受
注
が

急
増
し


年
に
東
海
機
械
製
作

所
に
改
組


年
ご
ろ
に
は
評
判

を
聞
き
つ
け
た
石
川
島
播
磨
重
工

業
︵
現
Ｉ
Ｈ
Ｉ
︶
か
ら
大
型
船
構

造
品
の
溶
接
加
工
の
依
頼
が
舞
い

込
ん
だ


　

年
に
本
社
工
場
を
現
在
の
藤

川
町
に
移
転
し
た
の
が
大
き
な
タ


ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な

た


富
士
機
械
製
造
︵
現
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
︶

か
ら
電
子
部
品

ト
ヨ
タ
自
動
車

グ
ル

プ
か
ら
自
動
車
部
品
の
生

産
ラ
イ
ン
用
ベ

ド
の
製
作
を
相

次
ぎ
受
注


年
の
オ
イ
ル
シ



ク
で
造
船
業
が
低
迷
し
た
が


機
械
加
工
の
受
注
増
で
窮
地
を
乗

り
切

た


　
正
四
氏
が
病
に
倒
れ

実
質


歳
で
事
業
承
継
し
た
２
代
目
の

近
藤
康
治
氏
︵
現
代
表
︶
は

新

た
な
業
界
か
ら
の
受
注
や
海
外

進
出
な
ど
思
い
切

た
決
断
で

会
社
を
飛
躍
さ
せ
た

同
社
の
よ

う
に
幅
広
い
業
界
の
部
品
・
装
置

に
お
い
て
設
計
か
ら
溶
接

機
械

加
工

組
立
を
一
貫
生
産
で
き
る

中
小
企
業
は
少
な
い

さ
ら
に
タ

イ
と
中
国
の
海
外
拠
点
を
活
用

し
て
安
定
し
た
生
産
体
制
を
確

立

自
社
ブ
ラ
ン
ド
﹁
Ｕ

ｔ
ｅ

ｃ
﹂
を
持
ち

プ
レ
ス
機
や
周
辺

装
置

各
種
装
置
の
設
計
・
組
立

ま
で

幅
広
く
対
応
で
き
る
の
も

強
み
だ


　
﹁
最
も
強
い
種
や
最
も
賢
い
種

で
は
な
く

最
も
変
化
に
強
い
種

が
生
き
残
る
﹂
近
藤
社
長
は
ダ


ウ

ン
の
進
化
論
を
引
用
し


変
化
を
恐
れ
ず
進
化
す
る
大
切
さ

を
社
員
に
伝
え
る

今
後
は
１
０

０
年
企
業
を
目
指
し
﹁
Ｄ
Ｘ
﹂

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︵
持
続
可
能
な
開
発

目
標
︶﹂﹁
働
き
方
改
革
﹂
を
重
点

課
題
に
掲
げ
る


　
近
年
は
外
国
人
技
能
実
習
生
も

積
極
的
に
採
用
し
て
い
る

﹁
彼

ら
は
必
要
な
人
材
で
あ
り
仲
間


当
社
で
働
く
こ
と
で
技
能
を
身
に

着
け
将
来
に
生
か
し
て
ほ
し
い
﹂

と
期
待
す
る

精
密
な
組
立
・
検

査
作
業
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
ツ

ル
を
活
用

す
る
こ
と
で
脱
属
人
化
を
図
り


技
能
実
習
生
に
工
程
を
任
せ
て
い

る

今
年
６
月
に
は

実
習
生
の

日
本
で
の
生
活
を
支
援
す
る
た
め

社
員
寮
を
新
設
し
た


　
創
業

周
年
を
迎
え
た
２
０
２

２
年

近
藤
社
長
は
企
業
理
念
に

新
た
に
﹁
社
員
と
共
に
会
社
も
成

長
し
続
け
皆
が
幸
せ
に
な
る
﹂
を

追
加
し
た

大
物
部
品
加
工
は
完

成
形
が
見
え
に
く
い
が

ス
マ


ト
フ

ン
や
半
導
体

車
の
自
動

運
転

オ
リ
ン
ピ

ク
や
そ
の
他

の
国
家
プ
ロ
ジ

ク
ト
な
ど
重
要

な
製
品
に
携
わ
る

﹁
従
業
員
は

誇
り
を
胸
に
業
務
に
取
り
組
ん
で

ほ
し
い

１
０
０
周
年
に
向
け


強
み
を
さ
ら
に
磨
き

新
た
な
柱

と
な
る
分
野
を
創
造
し
た
い
﹂
と

挑
戦
を
続
け
る


　
創
業
者
が
﹁
東
海
地
区
で
一
番
の
大
型
機
械
部
品
の
工
場
に
す
る
﹂
と

思
い
を
込
め
た
の
が

東
海
機
械
製
作
所
︵
本
社
岡
崎
市
藤
川
町
北
荒
古



近
藤
盛
仁
社
長

電
話
０
５
６
４
・
５
１
・
２
７
９
３
︶
の
社
名
の

由
来

大
物
部
品
の
溶
接

機
械
加
工

組
立
ま
で
一
貫
生
産
で
き
る
の

が
強
み
で

現
在
は
電
子
部
品
実
装
ロ
ボ

ト
向
け
を
主
力
と
す
る

近

藤
社
長
は
﹁
Ｄ
Ｘ
︵
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︶
化
や
環

境
対
応

働
き
方
改
革
に
取
り
組
み

１
０
０
年
企
業
を
目
指
し
て
社
員

と
共
に
成
長
し
続
け
た
い
﹂と
意
気
込
む
　
　
　︵
三
河
・
田
中
弥
生
︶
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